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図 1 ポ1)-y_グルタミン駿とポリωε リージンの化学構造
2. ポ1)叩 y四グルタミン酸の性質と機能
ポリー yー グルタミン酸 (y-PGA)は， グルタ
ミン酸の αー アミノ基と αー カルボキシル基がアミ
ド結合により結合した通常のポリ αー グルタミン





















プロテアーゼ耐性11) ③ y グルタミルトランス
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よそ 25%.pH= 12ではおよそ 40%分解される
ことが確認されたl九 さらにナノ粒子の酵素分解
性を検討した結果• y -GTPやpronaseE (PE). 





ことが知られており 12，28} Y -PGA-graft-L-PAE 
の主鎖が分解されたと考えられる。一方，他の酵
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HIV-l gp120ペプチドを内包し， iDCに取り込 以上のように，y -PGAの性質を生かすことで
ませた結果，細胞性免疫 (CTL)と液性免疫 (抗 ワクチン担体として有用であることが示された。
体産生)が有意に誘導される ことが明らかと なっ また y-PGAに薬物をコンジュゲートした高分
































TR -OV AlFITC -NPs 
図5 テキサスレッド (TR)ラベル化 OVAを内包した FITCラベル化
y -PGA-NPを取り込んだ iDCの蛍光および位相差顕微鏡写真
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が報告されている 47)。さらに • y線架橋により
調製した y-PGAとε-PLの混合ハイドロゲルの
































F “CDPL pDNA 
sunflower-shaped 
















































は， G -PLの αーアミノ基にヒドロキシブチル基
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